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本号の 編集に あた っ て

　本号 は 「環境 リ ス ク 面 か ら捉 え た 廃棄物 の 地 盤 工 学 的利用」 に つ い て の 小特集号 で す 。 小峯秀

雄先生 を委員長 と して平成 17〜19年度 に設置 された 「環境 リスク面か ら捉えた廃棄物の地盤工

学的利用 に関する研究委員会」 で の 研究活動 の 成果 を報告 して い ただ きます。当委員会は テ
ーマ

の特性 か ら様 々 な専門分野の メ ン バ ーで 構成 され，他学会 と共 同で セ ミナ
ー

を開催するな ど学会

の枠を越えて 活動された 委員会で す。

　環境省の 調査に よ れば平 成17年度に我 が国 で排出された廃 棄物 の 総量 は，産業廃 棄物 が 約 4

億 2200 万 t，一
般 廃棄物 が 約 5300 万 t と い う膨大 な 量 で す 。 また ，最 終処分量 は廃棄物の 再生

利用や減量 化 の 促進 に よ り減少傾 向 に あ りま す が ，同年で は 約3100 万 t に も及 ん で お り，全 国

的に最終処 分場の 残 余容 量 の 逼迫 は大 きな問題 とな っ て い ます。既に関東や中部地 区で は最終処

分場の確保 は困難な状況 に あ り，廃棄物 を地盤関連材料 として適切に利用 で きれば循環型社会を

構築す る 上 で 非常に有効で ある こ とは間違 い あ りません 。

　多 くの 人 が 「廃棄物 ＝環境汚染」 の イ メ ージを持 っ て い るよ うに，廃棄物 を利用す る場合 に は

環境が破壊 されず，当然な が ら永続的に 生態系や人体に も影響が な い こ とが必要です。廃棄物は

多種多様 で あ り，利用先 で 廃棄物 の お か れ る環境条件 も長期間に変化 す る か もしれ ません。様 々

な条件
’
下で の 無害化 ・不溶化等 の 技術，無害で あ る こ と の科学的証明 が重要 で す。また，廃棄物

の利用の た め に は，リス ク コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン も大 きな課題 の
一つ で す 。 住民 との 合意形成がな

け れば各種事業の実施 が困難な時勢の 中，無害であ っ て も廃棄物 とい う理解の得に くい もの の 利

用に 関し て どの ように情報を開示 し，どの ように 住民 や国民 の 理解 を得るか も重要に な り ま す 。

　廃棄物の 問題は我が国 だ けで な く，特に急速な発展 を遂げ て い る諸外 国で も大 きな社会問題に

な っ て い ます。国 の 内外を 問 わ ず，本号が循環型社会の 構築に少 しで もお役に立 てば幸 い です。

　最後に ，御多忙 の 中，本号 に執筆い た だ き ま した方 々 に厚 く御礼申し上 げます 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 宮 井 隆 利 （みや い た か とし）
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